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　土器とは、粘土で形を作り焼いた器で、遺跡を発掘するとたくさん出土します。日本列島

では縄文時代から作られましたが、その時代の人々の生活にあわせた様々な形のものが作ら

れてきました。上の 2 枚の写真は枚方市の禁野本町遺跡から出土した奈良時代の土器です。「赤

色系の土器」と「灰色系の土器」の違いはなんでしょうか？

　赤色系の土器は「土
は じ き

師器」といいます。粘土紐
ひも

を輪状に積み上げて器の形を作り、地面を

掘り込んだくぼみに置き、上から藁
わら

などをかぶせ、野焼きしました。弥生土器の流れをくむ、

古墳時代以降の軟質の土器です。一方、灰色系の土器は「須
す え き

恵器」といい、この土器を作る

技術は古墳時代中頃（５世紀初め頃）に、朝鮮半島から日本列島に移ってきた人々によって

伝えられました。ロクロの回転を利用して器の形を作り、丘陵などの斜面に掘ったトンネル

状の窯
かま

（あな窯）で焼きました。窯は野焼きより密閉されるため、約 1100 度まで焼成温度

が上がり、約 800 度前後で焼かれる土師器より硬い土器が出来上がりました。

　土師器は皿や坏
つき

などの食器のほか、熱に強い性質を持つため直接火にかける煮炊き用の甕
かめ

など、須恵器は水漏れしにくいため液体の貯蔵用の甕や壺
つぼ

など

が作られ、それぞれの用途にあった土器を使い続けました。

　どちらも単色で装飾性がないように見えますが、土師器皿の

表面には右の写真のような細かい線が見られます。これは「み

がき」という手法で、土器の表面の小さな穴を硬い棒などでこ

すってつぶし、滑らかにして水が漏れるのを防ぐものです。そ

のみがいた痕
あと

が光を反射するので、土器の表面に光沢感が出て、

その痕跡は装飾としても用いられました。

　ご覧になる機会がありましたら、注目してみてください。

土師器 須恵器

土師器皿の模様（拡大）

　ひらかた
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イベント名 開催日

輝きプラザきらら展示ルームで開催しています

①
文化財展示会「百済王らは朕の外戚
なり－百済王氏と枚方－」

3/18（火）～
10/20（月）

旧田中家鋳物民俗資料館で開催します

② ちょこっと展「手しごと」 開催中～ 3/23（日）

③ 七宝講座　兜 3/21（金）

④ わくわく！子ども鋳造体験 3/27（木）

中央図書館で開催します

⑤ 古文書入門講座（全５回） ６月（予定）

旧田中家鋳物民俗資料館・市内工場で開催します

⑥
くらわんか鋳物ツーリズム

第 3 回　クボタ枚方製造所
3/20（木・祝）

４⽉５⽇（⼟）〜５⽉25⽇（⽇）

大阪府立近つ飛鳥博物館
令和7年度春季特別展

「百済王氏ー絶統を紹ぎ興すー」にて
百済王氏に関連する枚方市の遺物が展示されます

つ おこ

★印の付いた遺物は近つ飛鳥博物館の
特別展終了後に展示予定です

【徒歩】京阪牧野駅から徒歩約 20分

【バス】京阪枚方市駅北口 3番のりば 
           12 ・13 系統「片鉾・中央図書館」下車、徒歩すぐ
　　　  京阪樟葉駅　84系統「北片鉾」下車、徒歩 2 分
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輝きプラザきらら 2 階展示ルーム輝きプラザきらら 2 階展示ルーム
【時　間】9時～ 17 時 30 分（日・祝は 17 時まで）
【休館日】毎月第 4火曜日
　　　　（その他、生涯学習情報プラザ休館日に準じます）

主催：枚方市 観光にぎわい部 文化財課　お問合せ：電話 072-841-1411・FAX 072-841-1278

入 室 無 料

第 33 回輝きプラザき
らら文化財展示会

禁野本町遺跡

須恵器鉢

禁野本町遺跡
土師器高坏の脚部と
中に入っていた碁石

百済寺跡
奈良三彩 (二彩)片

禁野本町遺跡
道路状遺構 （北から）

百済寺跡　再整備後の堂塔院 （南西から）

百済寺跡　小型塼仏★

禁野本町遺跡

奈良三彩 (二彩)瓶★

　　　禁野本町遺跡

釣瓶に使われた
土師器甕 ・須恵器壺

禁野本町遺跡

須恵器蓋★
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◆文化財展示会◆文化財展示会

「百済王らは朕の外戚なり－百済王氏と枚方－」「百済王らは朕の外戚なり－百済王氏と枚方－」

文化財

　コラム

　着物が日常着だった頃、外出するときには巾
きん

着
ちゃく

にお金や小物などを入れて持ち歩きました。

巾着は布でつくったもので、底が丸く口の部分に紐を通し、しぼって使います。現在でも、小

さな巾着に小物を入れて持ち歩いている人は多くいます。

　写真は枚方宿の旧家に残されていた巾着です。大きさは、縦 30 ㎝、横幅 38 ㎝、底が約

20 ㎝四方の大ぶりのもので、色とりどりの布を継ぎ合わせてつくられています。布は表面だ

けで 10 枚、裏面は 9 枚、底は 4 枚、口紐を通す部分に 2 枚ずつ、合計 25 枚のパーツでで

きています。布の大きさは写真中央下の茶色のものが最も大きく 16 ㎝× 11 ㎝、小さいもの

は写真左上の水色の布で 3 ㎝× 9 ㎝ほどです。幅も長さも少しずつ違う布が表裏それぞれ同

じ大きさになるように組み合わせて縫われていますが、脇にあたる部分を長めにして底が丸く

なるように工夫されています。すべてのパーツを縫い合わせ、口の紐を通す部分と裏地をつけ

て仕上げられています。

　この巾着は、ぼかしの入った朱色、紫と茶色、紺地模様、黄緑色や花柄・格
こ う し

子柄など全部で

11 種類の布地が使われています。中でも朱色の布は全部で 8 枚使われていますので、この布

をメイン素材としてデザインされたことがわかります。同家には

この巾着に使われているものと同じような大きさの布が箱に収納

されて残っていました。

　着物は江戸時代からリサイクルされていて、着古した大人用の

着物は子ども用に仕立て直しました。その後は使える部分を残

し、いろいろな布を組み合わせて布団の生地や小物などに転用し

ていました。この巾着はそのような着古した着物のはぎれでつく

られています。単なるリサイクルではなく、自分好みのカワイイ

小物につくりかえた、むかしの女性が手しごとを楽しんだようす

がうかがえる一点です。

生まれかわった「はぎれ」生まれかわった「はぎれ」

　平安時代の初め、桓武　平安時代の初め、桓武

天皇が「母方の親族」と天皇が「母方の親族」と

いうほどに信頼を寄せていうほどに信頼を寄せて

いた百済王氏。その本いた百済王氏。その本

拠地があった交野の地を拠地があった交野の地を

桓武天皇はたびたび訪れ桓武天皇はたびたび訪れ

て、鷹狩りなどを楽しみて、鷹狩りなどを楽しみ

ました。ました。

　今回の輝きプラザきら　今回の輝きプラザきら

ら文化財展示会では、市ら文化財展示会では、市

内に残る百済寺跡や禁野内に残る百済寺跡や禁野

本町遺跡などについてご本町遺跡などについてご

紹介します。紹介します。

はぎれで作った巾着


